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人口と世帯

総数　82,110 人 (-49)
男　　40,372 人 (-  3)
女　　41,738 人 (-46)
世帯　33,572 世帯 (+21)

平成 31 年 3 月 1 日現在 
 ( ) は前月比

※外国籍住民 (37 カ国・地域／ 1,369 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや図
書館などの公共施設のほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙でもご覧いただけます。
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テレビ画面で広報紙

リモコンの
ｄボタンをプッシュ！

びわ湖放送に
チャンネルを合わせ

八 
幡 

ま 

つ 

り

夜
空
を
焦
が
す
火
柱
が
圧
巻

Facebook YouTube

　

燃
え
上
が
る
大
小
の
松た

い
ま
つ明
の
炎
が
陽

春
の
夜
空
を
焦
が
す
日
牟
禮
八
幡
宮
の

例
大
祭「
八
幡
ま
つ
り
」（
国
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
）
が
、
毎
年
４
月
14
日
、

15
日
に
行
わ
れ
ま
す
。八
幡
ま
つ
り
は
、

西
暦
２
７
５
年
に
応
神
天
皇
が
近
江
の

地
に
行
幸
さ
れ
た
際
に
松
明
を
灯
し
た

の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
由
緒

あ
る
大
祭
で
す
。
農
村
部
の
上
之
郷
８

郷（
市
井
、多
賀
、北
之
庄
、大
林
、宇

津
呂
、中
村
、土
田
、鷹
飼
）と
下
之
郷

４
郷（
小
船
木
、
船
木
、
南
津
田
、
大

房
）あ
わ
せ
て
12
郷
が
松
明
を
燃
や
し
、

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

　

14
日
の
宵
宮
祭
は
、「
松
明
ま
つ
り
」

と
呼
ば
れ
、
琵
琶
湖
畔
や
水
郷
に
生
殖

す
る
ヨ
シ
や
畑
で
栽
培
し
た
菜
種
が
ら

な
ど
で
作
っ
た
約
2.5
㍍
か
ら
約
10
㍍
に

お
よ
ぶ
大
小
約
30
本
の
松
明
が
日
牟
禮

八
幡
宮
の
馬
場
に
並
べ
ら
れ
る
な
ど
し

て
奉
納
さ
れ
ま
す
。
夕
刻
に
は
、
順
に

各
郷
の
松
明
に
奉
火
さ
れ
、
勢
い
よ
く

春
の
夜
空
に
燃
え
上
が
る
大
松
明
や
、

火
を
つ
け
な
が
ら
手
で
振
り
か
ざ
す

「
振
松
明
」な
ど
が
圧
巻
で
す
。　

　

15
日
本
祭
の「
太
鼓
ま
つ
り
」
は
、

各
郷
自
慢
の
大
太
鼓
を
氏
子
が
担
い
で

練
り
歩
き
、
太
鼓
の
荘
厳
な
音
色
の
競

演
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

『
松
明
結
の
心
』を
大
切
に

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
集
落
の
人
々
の
力
を
結

集
し
て
松
明
を
つ
く
る「
松た
い
ま
つ明
結ゆ
い

」
か
ら
始

ま
り
、
松
明
の
奉
火
そ
し
て
太
鼓
を
担
い
で

の
社
参（
神
社
へ
の
参
拝
）で
終
わ
り
ま
す
。

　

松
明
結
は
、「
結
」の
字
の
ご
と
く
、
郷ご
う

の

氏
子
が
老
若
を
問
わ
ず
心
を
一
つ
に
し
て
結

い
合
わ
せ
な
い
と
、
美
し
く
映
え
る
松
明
が

で
き
ま
せ
ん
。
同
時
に
太
鼓
の
社
参
も
心
を

一
つ
に
結
集
す
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
神
髄
が

あ
る
の
で
す
。

　

単
な
る
ま
つ
り
で
は
な
く
、
先
人
の
知
恵

を
継
承
し
な
が
ら
、
共
に
ひ
と
つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
る
と
い
う
地
域
の
つ
な
が
り
が
根

底
に
あ
っ
て
の
ま
つ
り
で
あ
る
こ
と
が
、
千

数
百
年
の
伝
統
を
維
持
し
て
、
綿
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
の「
安
全
」
は
、
事
前
の

計
画
・
準
備
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
つ
り
が
挙
行
さ
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

八幡まつり保存会 
 会長　石井 文造さん

（
石
井
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）


